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第Ⅲ期宮城県公社等外郭団体改革計画の取組成果 

平成２４年度 

 
 
 

○ 「宮城県の公社等外郭団体への関わり方の基本的事項を定める条例」

は，県及び公社等外郭団体が，それぞれの役割及び責任の分担を明確に

し，公社等の自律性を高め，両者が協働して，県民の福祉を向上させる

よう求めています。 

○ 県は，条例の趣旨を踏まえ，「第Ⅱ期公社等外郭団体改革計画（平成

18 年度から 21年度まで）」による取組成果を受け継ぎ，社会経済情勢等

の変化の下，公社等の役割・意義を問い直すとともに，新たな課題や方

向性を的確に捉え，公社等への県の関与の適正化及び公社等の自立的運

営の更なる促進を図るため，「第Ⅲ期宮城県公社等外郭団体改革計画（平

成 22 年度から 25年度まで）」を作成し，改革の取組を進めています。  

○ この取組成果は，平成 24 年度における公社等改革の取組状況を，計画

に沿ってまとめたものです。 

 
 
 
 
 

平成２５年８月 

宮  城  県 
 
 
 



目  次 

 
 
Ⅰ 平成 24年度の主な動向 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1 
Ⅱ 県の取組内容   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

１ 経営評価の実施 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

２ 財政的関与の適正化 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

３ 委託の在り方の見直し ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

４ 公社等代表者等への充て職の廃止・縮小 ・・・・・・・・・・ 4 

５ 県職員の派遣の適正化 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

６ 県退職者の再就職の適正化 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 

７ 新公益法人制度等による見直しへの支援 ・・・・・・・・・・ 5 

 

Ⅲ 公社等の取組内容  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

１ 経営評価の実施 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

２ 経営基盤の確立 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

３ 経営責任の明確化と経営管理及び監査体制の強化 ・・・・・・ 7 

４ インターネット等による情報公開の推進 ・・・・・・・・・・ 7 

５ 統廃合等の計画的な実施 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

 

Ⅳ 第Ⅲ期計画の進行管理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

１ 行政改革推進本部における進行管理 ・・・・・・・・・・・・ 8 

２ 公社等外郭団体総合調整委員会における進行管理 ・・・・・・ 8 

３ 公社等の自己管理等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

４ 公表について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 

 

   参考 公社等外郭団体一覧【平成 24年度指定 60団体】 ・・・・・・  9 

 

Ⅴ 改善支援団体の取組状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

 

Ⅵ 平成 24年度公社等外郭団体の団体改革実績・計画表  ・・・・ 33 

 



Ⅰ 平成 24年度の主な動向 

県では，平成 22 年 8 月に「第Ⅲ期宮城県公社等外郭団体改革計画」（以下「第Ⅲ期計画」という。）

を策定し，県と公社等外郭団体（以下「公社等」という。）がそれぞれの役割及び責任の分担を明確に

し，公社等への県の関与の適正化及び公社等の自立的運営の更なる促進に向け取り組んできました。 

平成 24 年度は，東日本大震災の発生等により公社等を取り巻く状況が大きく変化したこと，また，

「宮城県の公社等外郭団体への関わり方の基本的事項を定める条例施行規則」の改正により公社等の

指定要件が一部変更されたことから，平成 24年 8月に第Ⅲ期計画の改訂を行い，団体の分類について

も見直しました。 

また，東日本大震災による影響も考慮しながら，「改善支援団体」については，経営改善に向けた数

値目標と具体的な取組を定めた「改革スケジュール」を作成し，それぞれの課題解決に向けた取組を

進めてきました（「Ⅴ 改善支援団体の取組状況」を参照）。 

平成 23年 3月に県議会「県出資団体等調査特別委員会」から団体の在り方や改革の方向性について

提言が示された６団体※については，震災からの復旧・復興に向けた団体の役割等も考慮しながら，今

後の在り方等について，それぞれ検討が続けられており，宮城県住宅供給公社では，平成 24 年 10 月

に成立した特定調停を経て，抜本的な経営の見直しが行われました。 

※ 宮城県土地開発公社，(社)宮城県農業公社，(社)宮城県林業公社，宮城県道路公社，仙台空港鉄道(株)，宮城県

住宅供給公社 

 

  ○平成 24年度の主な動向 

団 体 名 状  況  等 

(財)七ヶ宿ダム自然休養公

園管理財団 

業務の性質及び財政面から，新公益法人制度への移行が困難である

ことから，解散（H24.11.16） 

(社)宮城県漁業無線公社 東日本大震災による施設被害を受け業務継続が困難となり，他団体

へ業務を引き継ぐこととなったことから，解散（H25.3.31） 

(財)宮城県文化財保護協会 平成 14，15年度の団体の理事会において平成 24年度末での解散が

決定されていたことから，解散（H25.3.31） 

 

 

Ⅱ 県の取組内容 

１ 経営評価の実施 

県は，平成 24 年度指定の公社等 60 団体に対し，自立的経営の確立に向けて公社等が主体的に経営

改善を進めていくため，公社等が自ら，経営改善のための数値目標を設定し，事業実施後の実績評価

を行い，その結果報告に対して県が指導・助言を行う「経営目標・評価事業」を実施してきました。 

また，第Ⅲ期計画では，経営改善が必要な公社等や組織の在り方，事業の在り方を検討する必要が

ある公社等を県の指導を重点化する改善支援団体として指定し，宮城県公社等外郭団体経営評価委員

会（公認会計士 3 人，中小企業診断士 1 人，経営士 1 人の計 5 人で構成）による調査審議の対象とし

ました。平成 24年度は，宮城県開発(株)，(公財)宮城県文化振興財団及び(株)テクノプラザみやぎの

3 団体について調査・審議を行い，経営評価委員会からいただいた各団体の経営改善に関する意見に

基づき，県の所管部局（主務課）において指導・助言を行いました。 
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○ 経営評価委員会の意見 
宮城県開発(株) 【団体の役割等】 

同業他社にはない団体独自の事業の収益性を確立し，魅力ある企業

づくりをしていくためのビジョンを確立していくことが望まれる。ま

た，将来ビジョンの策定に当たっては，公益的な事業と株式会社とし

て利益を追求していく事業を可能な限り分離し，別法人化することも

検討すべきである。 
【収入確保等】 

株式会社としての採算性を向上させていくことが重要であり，事業

ごとの経営管理を徹底していく必要がある。また，中長期的な需要動

向の的確な把握に努め，事業分野，領域等活動内容の見直しや企業提

携等も視野に入れながら，将来に向けた経営戦略を構築していくこと

も求められる。 
東日本大震災からの復興に向け，特に採石事業の売上増により財務

体質は改善されてはいるが，復興需要が終了した後を見据え，収益性

及び財務体質の改善に向けた継続的な取組が求められる。 
なお，退職給付引当金については，今後一定の期間内に引当不足額

を解消する必要がある。 
現在の経営計画は借入金返済に重点が置かれているが，将来ビジョ

ンを織り込んだ経営計画を策定し，株式会社として自立して存続して

いくための道筋を明確にしていくことが求められる。 
【県の関わり等】 

採石事業については，復興需要により大幅な収支改善が見込まれて

いることや建設資材の安定的な供給が求められている現状を踏まえる

と，事業分離を進めるうえでは好時期である。分社化等も含めた事業

譲渡についても併せて検討を進めるべきである。 
採石事業は民間と競合する分野であり，県の出資団体が営む事業と

して適切であるか検証の上，出資金の返還や譲渡を検討すべきである。 
また，団体役員に県職員が就任しているが，人的な関与についても

解消を図り，団体の自立的な運営を促進していくべきである。 
(公財)宮城県文化振

興財団 
【団体の役割等】 
  団体の事業は，指定管理者業務に抱合されることなく，公益財団法人

として本来の役割について改めて検証し，地域文化の振興に向けた独自

の取組を図られたい。 
団体本来の役割である地域文化の振興のため，団体のノウハウやネ

ットワークを活用し，事業の一層の充実を図るとともに，それぞれの

事業の入場者数を増加させるような演目の企画や集客に向けた積極的

な取組などの改善を図ること。 
【収入確保等】 

 団体の事業目的の達成のために，将来にわたって基本財産を維持・

管理するとともに，各事業の収益力向上と基本財産の堅実な運用によ

る財務内容の改善を推進していくこと。 
基本財産の運用にあたっては，運用に関する規程等マニュアルを整

備し，リスクの分散を図ること。 
【県の関わり等】 
  本県の地域文化の振興を推進していくためには，当団体を中心とし

て，各市町村や関係団体との連携強化を継続的に図っていくことが求め

られる。従って，当団体に対しては，県の施策との関わりのなかで，今

後，期待される役割を明確に示していくとともに，適切な指導・助言を

行っていくこと。 
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(株)テクノプラザみ

やぎ 
【団体の役割等】 
  中小企業・ベンチャー企業の研究開発・技術開発といった団体の使命

を果たしていくため，従来の経営のあり方を再検討するとともに，公益

性を念頭に置いた将来の経営ビジョンを明確化すること。 
地域企業や起業家に対する支援内容を充実させ，法人としての目的

や役割をより高いレベルで果たしていくためには，人材確保・育成も

含めて，組織・運営体制を強化していくことが望まれる。 
【収入確保等】 

 収益の確保に当たっては，できる限り基本財産の運用益に依存せず，

営業利益で採算が確保されるよう経営努力を進めていくことが望まし

い。 
出資金の運用益については，地域企業の発展に向けて活用されるよ

う収益改善に取り組んでいただきたい。 
また，法人が有する経営資源の有効活用に向けた方策については，

今後も継続して検討していくことが求められる。 
【県の関わり等】 

 当団体は，営利法人としての株式会社ではあるが，県が大口出資者

であり，事業の公益性を確保していく必要性は高いと考える。 
県は，研究型企業やベンチャー企業の育成において，当該法人がそ

の役割を果たしていけるよう，法人とも相談しながら必要な指導・支

援を行っていく必要がある。 
 

２ 財政的関与の適正化 

公社等の自立的運営を促進するため，委託金（随意契約に係るもの）・補助金・負担金による県の財

政的関与について，段階的な縮減に努めてきたところです。平成 24 年度の実績額は，10,745,419 千

円で，平成 23年度実績対比で 48.0％，平成 24年度計画対比で 95.7％となっています。 

○ 県の財政的関与額                                                      （単位：千円） 

 
平成 23年度 

実績 
平成 24年度 

計画 
平成 24年度 

実績 
H24実績 

／H23 実績 
H24実績 

／H24 計画 

委託金 8,519,396 7,130,447 7,174,630 84.2% 100.6% 

補助金 13,679,628 3,933,155 3,386,217 24.8% 86.1% 

負担金 179,442 162,722 184,572 102.9% 113.4% 

合 計 22,378,466 11,226,324 10,745,419 48.0% 95.7% 

（平成 24年度公社等外郭団体 57団体を集計） 

 

３ 委託の在り方の見直し 

平成 18 年度から本格的に導入された指定管理者制度による公の施設の管理者募集は，「指定管理者

制度運用指針（平成 20年 7月 9日制定）」に基づき，原則として公募することとしています。平成 25

年 3月 31日現在では，公社等が指定管理者となっている 16施設のうち，12施設が公募によるもので

あり，非公募は 4施設となっています。 
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【参考：県の公の施設の指定管理者となっている公社等外郭団体】 （平成 25年 3月 31日現在） 
 団 体 名 施設名称 

公 

 

募 

(公財)宮城県文化振興財団 ○東京エレクトロンホール宮城（県民会館）※ 
(社福)宮城県社会福祉協議会 ○介護研修センター  

○援護寮 

○啓佑学園 

○第二啓佑学園 

○船形コロニー 

○七ッ森希望の家 
(財)みやぎ産業交流センター ○みやぎ産業交流センター※ 

(財)宮城県スポーツ振興財団 

○宮城県宮城野原公園総合運動場（宮城球場及び駐車場

を除く）※ 

○宮城県第二総合運動場(宮城県仙南総合プール及び宮

城県長沼ボート場を除く) ※ 

○宮城県総合運動公園(宮城スタジアム，宮城スタジアム

補助競技場，投てき場，総合体育館，総合プール，テ

ニスコート及び合宿所並びにそれらの周辺の公園施設

並びに宮城県サッカー場に限る)(2施設)※ 

非 

公 

募 

(財)宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団 ○伊豆沼・内沼サンクチュアリセンター 

(公財)慶長遣欧使節船協会 ○慶長使節船ミュージアム 

(社)宮城県農業公社 ○岩出山牧場 

(財)宮城県下水道公社 ○仙塩流域下水道 

※ 共同企業体による管理 
 
４ 公社等代表者等への充て職の廃止・縮小 

知事等が恒常的に団体の代表者に就任する充て職は，経営責任の明確化及び県関与の適正化を図る

観点から，原則廃止することとしています。 

平成 24年度は，(財)宮城県水産公社が代表者への充て職を廃止しており，平成 25年 3月 31日現在

で代表者等への充て職を実施している団体は，前年度から 1団体減の 4団体となっています。 
 
○ 代表者等への充て職を行っている団体（平成 25年 3月 31日現在） 

【理事等の互選により代表者に就任している団体】 
・(財)東北自治研修所《理事長：総務部長》 
・(公社)宮城県観光連盟《会長：知事》 
・(株)仙台港貿易促進センター《会長：知事》 
・(社)宮城県国際経済振興協会《理事長：知事》 

 

５ 県職員の派遣の適正化 

「公益的法人等への一般職の地方公務員の派遣等に関する法律（平成 12年法律第 50号）」に基づく

平成 25 年 3 月 31 日現在の公社等への県職員の派遣状況は，団体数は前年同様 9 団体，派遣人数は前

年に比べ 1人増の 16 人となっています。 

 

○ 県職員の派遣団体数と派遣人数 

 平成 24年 3 月 31日 平成 25年 3 月 31日 増減 

団体数 9 団体 9 団体 なし 

派遣人数 15 人 16 人 1 人 
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○ 団体名と派遣人数（平成 25年 3月 31日現在） 

団体名 人数 団体名 人数 

(財)東北自治研修所 1 人 (社)宮城県林業公社 1 人 

(公財)慶長遣欧使節船協会 1 人 宮城県道路公社 1 人 

(公財) みやぎ産業振興機構 4 人 仙台空港鉄道(株) 1 人 

(社) 宮城県国際経済振興協会 2 人 (公財)宮城県体育協会 3 人 

(社)宮城県農業公社 2 人   

 
６ 県退職者の再就職の適正化 

県では，県退職者の再就職の透明性，公平性，妥当性を確保することを目的に，平成 15年に「退職

する職員の再就職に関する取扱要綱」を定め，公社等を含む法人等への県退職者の再就職の状況を毎

年度公表しています。 

平成 24 年度に知事部局を本庁課長級（相当職を含む。）以上で退職した職員の平成 25 年 6 月 30 日

までの再就職状況については，平成 25 年 7 月 19 日に公表しましたが，公社等への再就職者は 19 人

で，うち常勤役員 7人，常勤職員 12 人となっています（役員兼職員の場合は役員に分類）。 

 

７ 新公益法人制度等による見直しへの支援 

平成 20 年 12 月の新公益法人制度施行に伴い，従来の公益法人については，平成 25 年 11 月末まで

に内閣府又は県に申請の上，公益社団法人又は公益財団法人の認定を受けるか，若しくは一般社団法

人又は一般財団法人の認可を受けることが必要となっており，対象となる 36 団体中，平成 25 年 3 月

31日現在で 32団体が新法人制度への移行手続を終えています。 

 

○ 公益法人又は一般法人への移行手続きを終了していない団体（平成 25年 3月 31日現在） 

団体名 今後の予定 

(財)宮城県地域医療情報センター 一般財団法人へ移行 

(財)宮城県腎臓協会 公益財団法人へ移行 

(財)石巻湾漁業振興基金 移行せず（解散） 

(財)仙台湾漁業振興基金 移行せず（解散） 
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Ⅲ 公社等の取組内容 

１ 経営評価の実施 
公社等は，平成 24年度の経営状況について団体改革計画表に基づく自己評価を行い，改善支援団体

に分類された公社等にあっては，具体的な取組について改革スケジュールを作成しました（各団体の

改革スケジュール及び取組状況は，「Ⅴ 改善支援団体の取組状況」を参照）。 

 

（1）経営自己評価の概要 

① 経営改善の目標の達成に向け，計画どおりに取り組んでいるか。 

計画どおり ほぼ計画どおり 更なる努力が必要 

22 団体（38.6％） 33 団体（57.9％） 2 団体（3.5％） 

 

② 平成 24年度決算において，財務状況は前期と比較して改善しているか。 

改善 変化なし 悪化 

35 団体（61.4％） 20 団体（35.1％） 2 団体（3.5％） 

 

③ 総合的に判断し，経営状況は前期と比較して良くなっているか。 

良化 横ばい 悪化 

29 団体（50.9％） 28 団体（49.1％） 0 団体（0％） 

 

(2) 当期正味財産増減額及び当期純利益（当期純損失）の状況 

平成 24 年度決算において当期正味財産の増又は当期純利益を計上している団体は，平成 23 年度

決算における 31 団体より 5団体増加し，36団体となっています。 

また，当期正味財産の減又は当期純損失を計上している団体は，平成 23 年度決算における 23 団

体より 5団体減少し，18団体となっています。 

 

当期正味財産の増又は 

当期利益を計上している団体 

当期正味財産の減又は 

当期損失を計上している団体 

団体数 金額 団体数 金額 

平成 24年度 36 団体 7,496 百万円 18 団体 2,929 百万円 

平成 23年度 31 団体 7,592 百万円 23 団体 5,137 百万円 

※ 当期利益が 0円の団体（1団体）及び正味財産計算書を作成していない団体（2団体）を除いて集計。 

 

２ 経営基盤の確立 

(1) 新公益法人制度への対応 

特例民法法人においては，新公益法人制度における公社等の在り方の検討と着実な移行作業の推

進に努めることとしています。 

公益法人へ移行（又

は予定） 

一般法人へ移行（又

は予定） 
移行申請を行わない 未定 

23 団体 11 団体 2 団体 0 団体 

 

(2) 役職員数及び報酬・給与の適正化 

平成 25年 3月 31日現在の公社等外郭団体の常勤役員数は 88人となっており，そのうち県からの

派遣職員は 1人，県退職者は 58 人となっています。 

－6－



また，常勤職員数は 1,356 人となっており，そのうち県からの派遣職員は 15 人，県退職者は 116

人となっています。 

 

① 常勤役員数 

 平成 24年 3月 31 日現在 平成 25年 3 月 31日現在 

総 数 
  

総 数 
  

県職員 県退職者 県職員 県退職者 

89 人 1 人 59 人 88 人 1 人 58 人 

  ② 常勤職員数 

 平成 24年 3月 31 日現在 平成 25年 3 月 31日現在 

総 数 
  

総 数 
  

県職員 県退職者 県職員 県退職者 

1,355 人 13 人 104人 1,356 人 15 人 116人 

なお，県の出資割合が 25％以上の団体にあっては，常勤役職員の平均給与額を団体改革計画表に

記載しています（「Ⅵ 平成 23年度公社等外郭団体の団体改革実績・計画表」を参照）。 

 

(3) 事務事業の見直し等 

   各団体は，経営基盤の確立に向け，事務事業の見直し等に取り組むこととしています。それぞれ

の取組内容等については団体改革計画表に記載しています（「Ⅵ 平成 24年度公社等外郭団体の団体

改革実績・計画表」を参照）。 

 
３ 経営責任の明確化と経営管理及び監査体制の強化 

(1) 役員等への民間経験者の登用 

役員等については，経営感覚に優れ，事業に精通した人材の登用が望ましいことから，民間経験

者を含む多様な人材を活用するよう努めていますが，登用の状況は次のとおりです。 

登用済み 検討中 予定なし 

40 団体 6 団体 11 団体 

 

(2) 監事・監査役への適任者の選任 

監事・監査役の選任にあたっては，公認会計士等法人の業務運営や会計制度などに一定の知見を

有する者を外部から選任するよう努めていますが，選任の状況は次のとおりです。 

選任済み 検討中 予定なし 

36 団体 5 団体 16 団体 

 

(3) 経営評価体制の整備 

団体独自の経営評価を行う体制をとっているか否かについては，次のとおりです。 

整備済み 検討中 予定なし 

32 団体 13 団体 12 団体 

 

４ インターネット等による情報公開の推進 

県民がより簡単に情報を入手できるよう，インターネット等を活用し，業務・財務に関する資料の

公開に努めていますが，平成 24 年 3月 31日現在の公開の状況は次のとおりです。 

実施済み 検討中 予定なし 

49 団体 8 団体 0 団体 

なお，資本金や基本財産等の額の県出資割合が 25％以上の団体，県の補助金等が 5 千万円以上，か

つ，団体の予算規模の 2分の 1以上となる団体については，「出資団体等の情報の公表に関する要綱」
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に基づき，経営状況などに関する資料を県政情報センター・コーナーで閲覧することができます。 
 
５ 統廃合等の計画的な実施 

平成 24年度は，(社)宮城県漁業無線公社，(財)七ヶ宿ダム自然休養公園管理財団及び(財)宮城県文

化財保護協会の解散が決定しました。 

また，(社)宮城県配合飼料価格安定基金協会及び(一財)宮城県建築住宅センターが一般社団法人へ

の移行に伴い出資金相当額が県へ返還または寄附がされ，県との出資関係が解消されました。 

なお，(財)石巻湾漁業振興基金及び(財)仙台湾漁業振興基金の平成 25年度中の解散が予定されてい

ます。 

 
Ⅳ 第Ⅲ期計画の進行管理 

１ 行政改革推進本部における進行管理 

平成 24年度の取組状況については，公社等の実績報告に基づく取りまとめを行い，平成 25年 8月 5

日に知事を本部長とする行政改革推進本部会議において本書のとおり決定しました。 

 
２ 公社等外郭団体総合調整委員会における進行管理 

平成 24年度の公社等外郭団体総合調整委員会では下記の付議事項について審議を行いました。 

付議事項 団体名等 日付 

公社等の管理運営に関する重要な事項について 宮城県住宅供給公社 H24. 8.6 

公社等への出資の適否について (一社)宮城県建築住宅センター H24. 8.6 

公社等の解散の適否について (財)七ヶ宿ダム自然休養公園管理財団 H24.10.15 

公社等の解散の適否について 
(社)宮城県漁業無線公社 

(財)宮城県文化財保護協会 
H25.2.4 

公社等外郭団体への県職員派遣の適否について 
(公財)みやぎ産業振興機構 
(社)宮城県国際経済振興協会 
(公社)宮城県体育協会 

H25. 2.4 

公社等外郭団体への出資の適否について (社)宮城県配合飼料価格安定基金協会 H25. 3.18 

   

３ 公社等の自己管理等 

   公社等は，自ら設定した経営改善目標の達成に向けて実施した取組に対する自己評価を行うととも

に，その評価結果を踏まえた今後の取組計画について団体改革計画表を作成し，知事，教育委員会及

び公安委員会に提出しました。 
   また，改善支援団体にあっては，改革スケジュールに基づき，経営改善に向けた取組を実施しまし

た。 
 

４ 公表について 

    本計画の進行管理の状況は，「宮城県の公社等外郭団体への関わり方の基本的事項を定める条例」に

基づき議会に報告するとともに，インターネットで公表します。 
  【行政経営推進課ホームページ（http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/gyokei/）】 
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参考  公社等外郭団体一覧【平成 24 年度指定 60 団体】  （ H24.4.1 現在）

 
１  県が資本金，基本金その他これらに準ずるも
のを出資している法人で，県の出資割合が４分
の１以上のもの（42 団体） 

 
宮城県土地開発公社 

仙台臨海鉄道株式会社 

阿武隈急行株式会社 

財団法人宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団 

公益財団法人宮城県環境事業公社 

公益財団法人宮城県文化振興財団 

公益財団法人慶長遣欧使節船協会 

社会福祉法人宮城県社会福祉協議会 

財団法人宮城県腎臓協会 

公益財団法人みやぎ産業振興機構 

株式会社テクノプラザみやぎ 

宮城県信用保証協会 

公益財団法人宮城県国際化協会 

財団法人みやぎ産業交流センター 

株式会社仙台港貿易促進センター 

宮城県漁業信用基金協会 

社団法人宮城県農業公社 

財団法人翠生農学振興会 

社団法人宮城県青果物価格安定相互補償協会 

社団法人宮城県畜産協会 

社団法人宮城県配合飼料価格安定基金協会 

財団法人みやぎ林業活性化基金 

社団法人宮城県林業公社 

社団法人宮城県漁業無線公社※１ 

公益社団法人宮城県建設センター 

財団法人みやぎ建設総合センター 

宮城県道路公社 

財団法人七ヶ宿ダム自然休養公園管理財団※１ 

財団法人宮城県フェリー埠頭公社 

財団法人石巻湾漁業振興基金 

財団法人仙台湾漁業振興基金 

宮城県開発株式会社 

塩釜港開発株式会社 

仙台空港鉄道株式会社 

仙台空港ビル株式会社 

仙台エアカーゴターミナル株式会社 

財団法人宮城県下水道公社 

宮城県住宅供給公社 

一般財団法人宮城県建築住宅センター 

財団法人宮城県スポーツ振興財団 

公益財団法人宮城県体育協会 

公益財団法人宮城県暴力団追放推進センター 

 
２ 県の出資割合が４分の１未満で次の要件のい
ずれかに該当するもの 

 
（１）出資割合が５分の１以上であり，かつ県が

最大出資者となっているもの（該当なし） 

 

（２）県からの補助金等の割合が総収入の４分の
１以上のもの（13団体） 

 
財団法人東北自治研修所 

社団法人宮城県危険物安全協会連合会 

財団法人宮城県生活衛生営業指導センター 

財団法人宮城県地域医療情報センター 

一般社団法人宮城県計量協会 

宮城県商工会連合会 

社団法人宮城県トラック協会 

宮城県職業能力開発協会 

公益社団法人宮城県観光連盟 

社団法人宮城県国際経済振興協会 

宮城県農業会議 

財団法人宮城県水産公社 

社団法人宮城県交通安全協会 

 

（３）本庁等に事務所を置き，県職員が法人の事
務に従事しているもの（１団体） 

 
財団法人宮城県文化財保護協会※１ 

 

（４）県の施策との関連性，法人設立への県の関
与の程度から公社等外郭団体に指定するもの
（４団体） 

 
株式会社インテリジェント・コスモス研究機構 

宮城県農業信用基金協会 

社団法人宮城県物産振興協会※２ 

宮城県土地改良事業団体連合会 

 
《対象６０団体》 

公益財団法人  ７団体 
公益社団法人  ２団体 
一般財団法人  １団体 
一般社団法人  １団体 
財団法人      １７団体 
社団法人      １１団体 
特殊法人      １０団体 
社会福祉法人    １団体 
株式会社      １０団体 

 

 

※1 平成 24年度中に解散 

※2 平成 24年度中に公益社団法人に移行 
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団体番号 １６ 団 体 名  株式会社インテリジェント・コスモス研究機構 県主務課 

経済商工観光部 
新産業振興課 

第Ⅲ期計画における
県の改革の進め方 

投資有価証券評価損等による累積損失が拡大傾向にあることから，財産運用のリスク軽減など，

より一層適正な管理運用を行うよう指導するとともに，証券の取扱いについて，他の株主と検討・

協議を進めていきます。また，産学官連携による産業創出という団体の使命に照らし，官の立場か

ら必要な支援を行うほか，財務基盤を確立するよう必要な助言又は指導を行います。 
 

（１）経営改善の目標                    

○経営環境の変化を踏まえた事業展開 

○研究施設の入居率の維持 

○プロジェクト受託に伴う営業収益の確保 

 
（２）改革スケジュール及び取組状況（平成２４年度） 

主
体 

改革スケジュール 取組状況 

 
団
体 

①経営環境の変化を踏まえた事業展開 

・コスト構造の分析・見直しを踏まえた収支

改善策の検討 

・株主や関係機関と一体となった経営改善策

の検討 

②入居率の維持 

・他のインキュベーション施設との連携（情

報交換，入居者募集チラシの配布等） 

・入居テナントへの支援の充実 

・新規テナント及び敷地の有効活用に対する

営業の推進 

③プロジェクト受託に伴う営業収益の確保 

・国及び広域地域プロジェクトへの参画 

・採算性を重視したプロジェクトの実施 

①ＩＣＲの取締役および監査役の母体機関，企業等の実務的責任者

等が出席するワーキンググループを開催し，事業の現状と課題等に

ついて検討した。 

上記ワーキンググループで出された課題として，投資有価証券運

用方針の策定があげられ，これを策定のうえ，的確な有価証券投資

を行うこととした。 

②震災による設備被害の復旧により退去したテナントがあったこと

などから25年3月末時点の入居率は前年同時期の92％から79％へと

下落した。 

③関係機関との連携などにより，新規プロジェクト案件の探索に努

め，その結果，新規プロジェクトの受託に成功するなど，受託手数

料収入の拡充に努めた。 

 
県 

①入居者募集チラシの課内設置 

②より安定した財務基盤を確立するための助

言・指導 

 

①入居者募集チラシを課内に設置したほか，被災企業からの問合せ

に対し，施設概要等の情報を積極的に提供した。 

②経営状況を注視しながら，今後も不定期に開催予定のワーキング

グループにおいて経営安定に向けた助言を行っていくこととし

た。 

 
 

（３）数値目標及び実績 

項目 単位 
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 

計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 
入居率 ％ 78.00 69.38 80.00 92.21 82.00 79.00 75.10  
受託プロジェクト件数 件 16 18 16 20 16 19 18  

 
（４）公社等外郭団体経営評価委員会の意見 

【平成 20年 2月】 

○経営目標である団体独自のインキュベーション・コーディネート事業について，案件ごとに成果目標を計数化するなどし，

評価する取組が必要である。【団体】 

○重要な資産である投資有価証券の管理運用に十分留意するとともに，引き続き経費の節減を図り，赤字解消に努めるべき

である。【団体】 

○入居企業に対し，事業成果目標の設定を促し，施設の費用対効果を明らかにすべきである。【団体】 

○経営改善及び産学連携プロジェクトによる新産業の創出・育成に向けた団体の諸活動に対して，株主，行政の立場から，

積極的に評価，助言，支援してほしい。【県】 
 

（５）特記事項 

特になし 
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１ 基本情報

（ ）

２ 主な事業内容（基幹３事業）

３ 経営状況　（単位：千円）

４ 団体の使命・役割

　　
５　経営改善の目標及び達成に向けた取組

６　経営自己評価（24年度）

１
ア

イ

２
ア
イ

３
ア
イ
ウ
エ

４
ア

イ

②変化なし
財務状況は前期と比較して改善しているか。
累積欠損金は解消しているか。

0

000

12.8%
単年度貸付額
年度末貸付金残高

常勤役員数

③見直しが必要②ほぼ適当
設定した目標は適当か。

②ほぼ計画どおり ③更なる努力が必要

①適当

①計画どおり

（年度末（3月31日）時点。平均年収は県出資割合25%以上の団体のみ記入。）0

所 在 地

117,692 15,807

881,198
809,203

①（県の出資割合が４分の１以上のもの）　②ⅱ（県の補助金等が総収入の４分の１以上のもの）

1,587

事業名

5,396営業外収益

0

0営業外費用

384,562

△ 7,870

２５　株式会社仙台港貿易促進センター
代表取締役社長　廣川　俊美

120.2%

借入金依存度

自己資本比率

91,800
90,766

2,187,500

0

（計画） （実績）

1,182,403

299,009
2,187,500

△ 1,387,373
800,126

①実施済

①改善　

②変化なし ③弱まった

団体独自の経営評価を行う体制を整備しているか。

監事（監査役）に公認会計士等適任者を選任しているか。

経営体制

③悪化財務状況

役員等経営幹部へ民間経験者等の多様な人材を登用しているか。

③予定なし

インターネット等による積極的な情報公開に努めているか。

団体の設立目的及び事業内容は，現在でも社会的要請はあるか。
総合評価

①強まった

②検討中

総合的に判断し，経営状況は前期と比較して良くなっているか。
①良化

3

(0)
4,101

24年度

4 4
4,101

(0)

23年度 24年度 

県委託事業の再委託率

（３）主な経営指標

123,928
39,715

24年度 

163,644

経常利益率

22,548

123,757
22,460

売上原価

営業利益
30,331

（２）損益計算書

設 立

217,937

０２２－３８８－６７１０

23年度 24年度 

設 立 目 的
（ 定 款 等 ）

（１）貸借対照表

ＢＳＣ事業

557,992

公 社 等 外 郭 団 体 指 定 要 件

０２２ー２５９ー６７１５

事業費(単位：千円)

改 革 の 進 め 方 （ 分 類 ）

仙台市宮城野区港３－１－３
電 話 フ ァ ッ ク ス

平成7年12月4日 710,000千円県 出 資 額 （ 割 合 ）

事業内容

(0)

（計画）

代 表 者
ホームページ

32.5%

　平均年収

当期純利益

（計画）

改善支援団体

53,613

72.8%

23年度

　うち長期借入金

（計画）

(0)

(2)

4

181,317
1,099,136

24年度 

販売費及び一般管理費
643,604

146,217売上高

17,16774,959

23年度

1,273,170

ＴＩＣＴ事業 仙台国際貿易港物流ターミナルの管理・運営 49,142

資
産

流動資産
固定資産

売上総利益　うち有形固定資産
資産合計

固定負債

74,609

13.8%

-1.7%

管理費比率

流動比率

68,706

11.5%

0.0%

744.4%

20.7%

47.1%46.3%

25年度 

負
債

純
資
産

負債合計
資本金

純資産合計

流動負債

特別利益
経常利益

　平均年齢0

382,277

（５）役職員の状況

3

18,755

25年度 

△ 2,482

（４）県の財政的関与　

利益余剰金 428
△ 3,914

(うち県退職者)

特別損失

29,40020,000

20,036△ 1,005,096

（実績）
(2)

3,9573,995
48.0

（実績）
(2)

65.0
33

0
0 00県からの派遣職員数

43.021.1%

0

0

420,000 常勤職員数

　平均年収

0

12.1%
0

0 00
0 0

総収入に対する補助金等割合 16.0%
24,236 20000

負　担　金

委　託　金
補　助　金 64.00

24,236

29,400
0

1　アクセルの貸しオフィス入居率の向上
・テナント確保対策・・・短期ニーズに積極的に対応し，入
 居率の向上を図った。
2　コミュニケーションセンターの活用
・一時賃貸を図った。
3　物流ターミナルの事務所棟オフィスのテナント確保対策
・建設業者の現場事務所として入居確保を図った。
4 経費削減
・軽微な修繕は社員が行うなど経費削減を図った。
5 被災したアクセルの売却
・復旧とその後の管理運営を検討の上，年度末に県に売
 却した。

　当社は，平成7年FAZ法を活用して設立された。平成12年策定の県総合計画では
「輸入促進基盤の充実を図るための施設」として，また，仙台塩釜港湾計画では「交流
機能・物流機能を担う施設」として位置づけられている。しかしながら，輸入促進機能・
交流機能を担うアクセルについては被災を機に役割を見直し，県に売却したことから，
今後は，仙台港の物流の円滑化，効率化，高度化に資する事業を中心に事業展開す
ることが期待される。

　株式会社仙台港貿易促進センターは，輸出入関連基盤施設の整備，運営・管
理，外国貨物の物流高度化・流通促進を図る目的で，平成7年12月に設立された。
現在の主な事業は，以下の3部門である。
 ・BSC事業(仙台港国際ビジネスサポートセンター=アクセル)の管理・運営
 ・仙台国際貿易港物流ターミナルの管理・運営
 ・県営中野上屋における保税倉主事業及び社有地のシャーシプール用地とし
　ての県への貸付の港湾に係る事業

評価評価項目

損失補償(債務保証)残高

24年度 

20000 (2)

0

補助金等合計
　平均年齢

(うち県退職者)

http://sendai-port.sakura.ne.jp/
経済商工観光部　海外ビジネス支援室県 担 当 課

　各輸出入関連基盤施設の管理・運営を行い，外国貨物の物流高度化・流通促進を図る。

経営改善の目標 24年度の取組（実績）

23年度
（実績）

24年度

現在の団体としての使命・役割

715,177

92.9%

14.2%

③悪化

③

0 0

③
①

23年度 24年度 

①
②

8

　平成24年度の営業利益は，固定資産税額の減免措置があったものの，アクセル・
物流ターミナル事業とも入居率向上の経営努力並びに経費削減に努めた結果，会
社創立以来初めて17百万円の黒字計上がなされた。当期純利益については，「仙
台港国際ビジネスサポートセンター(アクセル)」の有償売却により，382百万円の黒
字計上となった。

評価結果コメント（団体代表者）

②

県が期待する団体の役割（県施策との関連等）

②横ばい

仙台港国際ビジネスサポートセンター（アクセル）の管理・運営

今後の取組（計画）
○早期に単年度の収支黒字化を実現し，経営の安定
　を図る。
○累積債務の解消については，経営実績を踏まえて
　検討する。

○物流ターミナル事業，シャーシ用地事業，保税倉主
　事業の適切な事業運営に努める。
○今後の事業展開については，関係者ともよく協議し
　ながら進める。

②

経営改善の目標
目標の達成に向け，計画どおりに取り組んでいるか。

　赤字要因であった仙台港国際ビジネスサポートセンター（アクセル）事業につい
て，建物を企業局に売却し事業を手放したことにより，経営の抜本的改善を行っ
た。今後は堅調な仙台国際貿易港物流ターミナル事業を柱とし累積損失の縮減・
解消に向け指導していく。

②

③

①

評価結果に対する県（担当課）の所見

－58－

http://sendai-port.sakura.ne.jp/�
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